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地域社会の成り立ち

中世の荘園と村

荘園と村落

中世とは？
一般的には…平安時代末期～戦国時代
　　中世荘園制の成立、在地領主の登場、…
　平安時代末期（院政期）～鎌倉時代　→　中世前期
　建武政権期～南北朝時代～室町時代～戦国時代　→　中世後期　

中播磨地域のおもな荘園
高岡荘・田原荘・蔭山荘（福崎町）、世賀荘・田中荘・永良荘・牛尾荘・小室荘（市川町）、粟賀荘・貝野荘・
吉殿荘（神河町）、英賀荘・土山荘・飾磨荘・林田荘・福井荘（姫路市）、など
中播磨地域のおもな国衙領（公領）
的部郷（姫路市香寺町）、高岡郷（福崎町・姫路市香寺町）・安保郷・平野郷（姫路市）、など

在地領主の所領構造
　　①中核となる館・屋敷
　　②その周囲にある直営田
　　③その外側に広がる地域単位（地頭職などの職権で支配）
　　　→①②が「イエ支配」であるのに対して③は構成的支配［大山喬平］
《構成的支配》
灌漑水利や山野用益など再生産の条件の掌握における、村落上層（末端の
在地領主）と一般農民との格差によって生じる支配

立荘と地域社会
　○寄進と立荘
　　　立荘をめぐる、荘園領主、在地領主を含む地域社会の利害のせめぎ合いの中から荘園は成立
　　　→在地領主の支配領域や、生活領域としての「村」がそのまま荘園になるわけではない
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　○生活領域としての村落
　　・「村々小神田」「里寺十三个寺」
　　　　→生活領域としての村落単位に維持されている「村の寺社」
　　・田原荘の「地

じ げ

下山」→「里人」による山野用益
　　　　応永 25年（1418）　室町時代　「九条家雑掌申状案」
　　　　（『兵庫県史 史料編 中世八』九条家文書（播磨国所領関係）36）

地域のなかの村落
　○流通と都市的な場
　　・福

ふくどまり

泊・飾
しか ま

磨津などの港湾都市
鎌倉時代末期の乾元元年（1302）、安東蓮聖によって築かれた福
泊の繁栄は「兵庫嶋ニモ劣ラス」（『峯相記』）

　　　→水軍拠点としての福井荘（駿河の水軍出身の吉
きっかわ

川氏）
　　・村落のなかの都市的な場…野里村の鋳

い も じ

物師

※構成的支配は、村落内部の関係にとどまらず、流通など多様な関係性に規定されて成立する

中世後期の村落と在地領主

中世後期の村落の発達
　○権利意識の高まり
　　篠

ささ

を引く
家や集落の入口に笹を
立てかけ、外との関係
を断ち切り（無縁）、
領主などの立ち入りを
拒否する象徴的行為。

　　御百姓意識
農民が自らを天下の公
民として位置づけるこ
とで、権利の主張をお
こなってく。
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文安 2～ 3 年（1445 ～ 46）、『兵庫北関入船納帳』
に見える兵庫北関に入港した船の播磨国内船籍地（武
藤直「中世の兵庫津と瀬戸内海水運」より）。
『兵庫北関入船納帳』は、文安 2年正月から翌 3年正
月までに、東大寺が支配する兵庫北関に入港した船に
対する関税賦課の記録であり、北関に入港した船の船
籍地や積荷、船頭や問丸（輸送業者）などが判明する。
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　○法人格としての村
　　　文書の宛先が、荘官（荘園を管理する役人）宛から、村落宛へ
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戦国時代における有力な在地領主の分立と統合
　○赤松氏の支配拠点
　　　坂本、御着納

なっしょ

所、置
おしお

塩城

　○「戦国領主」の成立
特に有力な別所氏、浦上氏のほか、中播磨では小寺氏、恒屋氏などが、守護赤松氏から自立化

　　　　→独自の「家中」を形成、主従関係の拡大による「領」の成立
　　　　　　播磨国 鵤

いかるが

荘（太子町）における主従関係の浸透［大山喬平］

　○三木合戦と羽柴秀吉による統合
　　　天正 8年（1580）、三木合戦による別所氏滅亡後の城

しろわ

破り　→姫路を中核として統合へ
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『兵庫県の地名Ⅱ』付録「輯製二十万分一図」を加工
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